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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期

第３四半期連結
累計期間

第39期
第３四半期連結
会計期間

第38期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 35,749,21912,015,75545,758,575

経常利益（千円） 831,677 268,0441,152,801

四半期（当期）純利益（千円） 472,288 159,617 435,762

純資産額（千円） － 12,997,99112,816,447

総資産額（千円） － 42,131,63940,540,438

１株当たり純資産額（円） － 1,132.881,128.62

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 41.36 13.92 38.46

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 41.27 － 38.17

自己資本比率（％） － 30.8 31.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,431,052 － △167,944

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,881,604 － △4,498,930

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
984,857 － 4,705,842

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 5,262,5523,738,585

従業員数（人） － 1,029 1,059

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営

指標等の推移については記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、セントラルトラスト株式会社がその他の関係会社となりましたが、当社グルー

プ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、当社の主要株主である後藤忠治氏よりセントラルトラスト株式会社へ当社株

式を売却したため、セントラルトラスト株式会社がその他の関係会社となりました。

 

 名称 住所 
資本金

(千円) 

 主要な事業

の内容

議決権の被所有割

合(％) 
関係内容 

(その他の関係会社)

セントラルトラスト㈱ 

東京都

中央区
10,000

有価証券の

保有、運用
 25.3 役員の兼任等…有(2名) 

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 1,029(2,400)

　（注）１．従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含む。）であり、臨時雇用者数（契約社員、人材会社からの派遣社員、パートタイマーを含む。）は、当

第３四半期連結会計期間の平均人員を(　)外数で記載しております。

２．臨時雇用者数（契約社員、人材会社からの派遣社員、パートタイマーを含む。）は、月160時間（常用雇用社員

の年間所定内労働時間数の月平均時間）で換算した人員数を記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 1,026(2,361)

　（注）１．従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用

者数（契約社員、人材会社からの派遣社員、パートタイマーを含む。）は、当第３四半期会計期間の平均人員

を(　)外数で記載しております。

２．臨時雇用者数（契約社員、人材会社からの派遣社員、パートタイマーを含む。）は、月160時間（常用雇用社員

の年間所定内労働時間数の月平均時間）で換算した人員数を記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループ（当社及び連結子会社）は、会員制スポーツクラブ経営を主たる事業としているため生産及び受注の

状況は記載しておりません。

販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 前年同期比（％）

会員制スポーツクラブ経営事業 10,356,506 －

物販事業 928,226 －

その他事業 731,022 －

合計 12,015,755 －

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．当第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、当該割合が100分の

10未満であるため記載を省略しております。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1)業績の状況 

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国発の金融危機による世界的な景気減速と急激な円高・

株安の影響を受けて、輸出関連企業を中心に企業収益は大幅に減少し、雇用情勢も急速に悪化するなど、日を追う

ごとに景気後退が顕著になってまいりました。

　当フィットネス業界は、個人消費の冷え込みに加え、嗜好の多様化から企業間の競争はますます激化する未曾有

の経営環境にありました。

　このような厳しい環境の中、当社グループは『０歳から一生涯の健康づくりに貢献する』という経営理念のも

と、創業の原点に立ち返り、お客様に“安心・安全・信頼”というサービスを提供するクラブ運営に取り組んで

まいりました。当第３四半期連結会計期間の出店につきましては、直営１店舗を新規にオープンいたしました。退

店につきましては、直営２店舗の営業と業務受託１ヶ所の運営を終了いたしました。この結果、当第３四半期末の

店舗数は直営113店舗、業務受託43店舗の合計156店舗となりました。会員動向につきましては、スクール会員の入

会は好調だったものの、フィットネス会員の入会は依然として厳しい状況が続き、既存店舗の在籍会員数は前年

を下回った状態で停滞しております。また、新規店舗は会員数の伸びが緩やかな上昇カーブで推移しており、収益

に貢献する時期は来期以降と予想しております。

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は12,015百万円、営業利益は364百万円、経常利益は268百万円、

四半期純利益は159百万円となりました。

 

　事業の種類別セグメントの業績は次の通りであります。

① 会員制スポーツクラブ経営事業は、新規店舗の増収、既存店舗の会費値上げ効果等で、売上高は10,356百万円

となりましたが、営業利益は水道光熱費等の売上原価上昇、また新規店舗の立ち上りの遅れなどが収益を圧迫

し、414百万円となりました。

② 物販事業は、施設利用者の増加等で販売は順調に推移し、売上高は928百万円、営業利益は192百万円となりま

した。

③ その他事業は、旅行事業、施設管理事業などで、売上高731百万円、営業利益62百万円となりました。

(2)資産、負債及び純資産の状況

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は前連結会計年度末に比べ1,591百万円増加し、42,131百万円と

なりました。その主な要因は、現金及び預金が増加したことによるものです。

　負債合計は前連結会計年度末に比べ1,409百万円増加し、29,133百万円となりました。その主な要因は、長期借入

金が増加したことによるものです。

　純資産合計は前連結会計年度末に比べ181百万円増加し、12,997百万円となりました。その主な要因は、利益剰余

金が増加したことによるものです。この結果、自己資本比率は30.8％となりました。

(3)キャッシュ・フローの状況　

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、5,262百万円となりまし

た。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「営業活動によるキャッシュ・フロー」は453百万円の収入となりました。これは税金等調整前四半期純利益

227百万円、減価償却費442百万円等によるものです。

　「投資活動によるキャッシュ・フロー」は19百万円の支出となりました。これは有形固定資産の取得による支

出15百万円等によるものです。

　「財務活動によるキャッシュ・フロー」は956百万円の収入となりました。これは長期借入金の純増加1,099百

万円、配当金の支払143百万円等によるものです。

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

(5)研究開発活動　

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、58百万円であります。

なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設につい

て完了したものは、次のとおりであります。

　　新設

・　当社において、前四半期連結会計期間末に計画しておりましたセントラルウェルネスクラブ上池袋の店舗の新

設については、平成20年10月に完了し、同10月から営業を開始しております。  
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 42,164,000

計 42,164,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成20年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 11,466,300 11,466,300
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 11,466,300 11,466,300 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。
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（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～
平成20年12月31日

－ 11,466 － 2,261,170－ 2,273,042

 

（５）【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間において、後藤忠治氏及びその共同保有者であるセントラルトラスト株式会社から平

成20年11月13日付の変更報告書の写しの送付があり、平成20年11月11日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保

有している旨の報告を受けており、実質保有状況を確認しております。

 

 氏名又は名称  住所
 保有株券等の数

（株）

 株券等保有割合

（％）

 後藤　忠治

セントラルトラスト株式会社

千葉県市川市

東京都中央区新川一丁目21番２号 

株式　 1,348,795

株式　 2,909,411

 11.76

25.37
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式        100 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,464,200 114,642 同上

単元未満株式 普通株式      2,000 － 同上

発行済株式総数 11,466,300 － 同上

総株主の議決権 － 114,642 同上

 

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

セントラルスポーツ株式

会社

東京都中央区新川一

丁目21番２号
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 10　月 11　月 12　月

最高（円） 1,071 1,098 1,180 1,172 1,138 1,071 971 898 920

最低（円） 991 1,023 1,036 1,069 1,061 938 705 780 770

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,292,552 3,768,585

受取手形及び売掛金 680,011 573,479

商品 616,577 477,241

貯蔵品 16,441 17,896

その他 1,480,777 1,938,054

貸倒引当金 △9,393 △9,981

流動資産合計 8,076,967 6,765,275

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 23,631,726 22,389,270

工具、器具及び備品 5,325,767 5,282,520

土地 7,195,791 7,243,863

その他 74,752 86,822

減価償却累計額 △16,238,343 △15,222,444

有形固定資産合計 19,989,695 19,780,033

無形固定資産 ※1
 347,684

※1
 334,034

投資その他の資産

敷金及び保証金 12,411,405 12,308,516

その他 1,377,529 1,473,898

貸倒引当金 △71,643 △121,318

投資その他の資産合計 13,717,292 13,661,095

固定資産合計 34,054,672 33,775,163

資産合計 42,131,639 40,540,438

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 315,499 226,657

短期借入金 1,000,000 4,000,000

1年内返済予定の長期借入金 6,686,487 6,198,307

賞与引当金 299,828 639,040

役員賞与引当金 21,429 17,290

前受金 2,624,449 2,133,985

その他 2,954,202 ※2
 3,092,354

流動負債合計 13,901,894 16,307,634

固定負債

長期借入金 14,401,448 10,449,006

役員退職慰労引当金 124,490 124,490

その他 705,815 842,860

固定負債合計 15,231,753 11,416,356

負債合計 29,133,648 27,723,990
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,261,170 2,212,766

資本剰余金 2,273,042 2,224,756

利益剰余金 8,493,168 8,318,873

自己株式 △232 △232

株主資本合計 13,027,148 12,756,163

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10,357 28,326

為替換算調整勘定 △47,692 24,265

評価・換算差額等合計 △37,334 52,592

少数株主持分 8,177 7,691

純資産合計 12,997,991 12,816,447

負債純資産合計 42,131,639 40,540,438
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 35,749,219

売上原価 32,464,685

売上総利益 3,284,533

販売費及び一般管理費 ※1
 2,277,035

営業利益 1,007,498

営業外収益

補助金収入 50,380

持分法による投資利益 36,056

その他 121,794

営業外収益合計 208,231

営業外費用

支払利息 318,652

その他 65,400

営業外費用合計 384,053

経常利益 831,677

特別利益

貸倒引当金戻入額 24,790

関連会社持分売却益 38,440

収用補償金 27,883

特別利益合計 91,115

特別損失

固定資産除却損 7,829

店舗閉鎖損失 50,133

投資有価証券評価損 13,622

ゴルフ会員権評価損 10,300

減損損失 58,195

特別損失合計 140,080

税金等調整前四半期純利益 782,712

法人税、住民税及び事業税 114,869

法人税等調整額 195,068

法人税等合計 309,937

少数株主利益 485

四半期純利益 472,288
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 12,015,755

売上原価 10,940,762

売上総利益 1,074,993

販売費及び一般管理費 ※1
 710,621

営業利益 364,371

営業外収益

補助金収入 18,357

その他 46,706

営業外収益合計 65,064

営業外費用

支払利息 104,362

為替差損 32,569

その他 24,458

営業外費用合計 161,390

経常利益 268,044

特別利益

貸倒引当金戻入額 8,271

関連会社持分売却益 △1,038

特別利益合計 7,233

特別損失

固定資産売却損 3,646

店舗閉鎖損失 32,799

投資有価証券評価損 967

ゴルフ会員権評価損 10,300

特別損失合計 47,713

税金等調整前四半期純利益 227,564

法人税、住民税及び事業税 △307

法人税等調整額 67,831

法人税等合計 67,523

少数株主利益 422

四半期純利益 159,617
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 782,712

減価償却費 1,258,248

賞与引当金の増減額（△は減少） △339,212

支払利息 318,652

未払消費税等の増減額（△は減少） 249,519

前受金の増減額（△は減少） 497,188

その他 △148,398

小計 2,618,711

利息の支払額 △328,491

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 58,484

その他 82,347

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,431,052

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,558,145

関連会社持分の売却による収入 155,430

敷金及び保証金の差入による支出 △446,159

敷金及び保証金の回収による収入 343,270

長期貸付けによる支出 △212,602

その他 △163,398

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,881,604

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 6,500,000

短期借入金の返済による支出 △9,523,205

長期借入れによる収入 10,050,000

長期借入金の返済による支出 △5,581,810

社債の償還による支出 △300,000

株式の発行による収入 96,690

配当金の支払額 △256,817

財務活動によるキャッシュ・フロー 984,857

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10,338

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,523,967

現金及び現金同等物の期首残高 3,738,585

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 5,262,552
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．持分法の適用に関する事

項

(1)　持分法適用関連会社の変更

　第２四半期連結会計期間において、Fitness Ventures,LLCの持分を一部売却したため

に、Fitness Ventures,LLC及びStarmark Holdings，LLCの２社は、関係会社でなくなっ

たため、持分法の適用から除外いたしました。

２．会計処理基準に関する事

項の変更

(1)　重要な資産の評価基準及び評価方法

　 の変更

たな卸資産　

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価

法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計

基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として

総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）により算定しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 (2)　「連結財務諸表作成における在外子

　 会社の会計処理に関する当面の取扱

   い」の適用

　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に

関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用し、連結決算

上必要な修正を行っております。

　これによる損益に与える影響は軽微です。　

 

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．固定資産の減価償却費の算

定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算出する方法によっております。

２．繰延税金資産及び繰延税金

負債の算定方法　

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しく変化がないため、前連結会計年度において

使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっておりま

す。　
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日至　平成20年12月31日）

　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　無形固定資産に含まれる「のれん」の金額は、25,000

千円であります。

※１　無形固定資産に含まれる「のれん」の金額は、74,245

千円であります。

 ※２　流動負債のその他に含まれる「未払法人税等」は、90

千円であります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　給与・手当 698,792千円

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　給与・手当 225,509千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

 （千円）

　現金及び預金勘定 5,292,552

　預入期間が３か月を超える定期預金 △30,000

　現金及び現金同等物 5,262,552
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　11,466,300株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　 123株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(1)配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年6月27日

定時株主総会
普通株式 113,489 10平成20年３月31日平成20年６月30日　利益剰余金

平成20年11月5日

取締役会
普通株式 143,327 12.5平成20年９月30日平成20年12月10日　利益剰余金

 

(2)基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの　

　該当事項はありません。 
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日）

 
会員制スポー
ツクラブ経営
事業

 物販事業  その他事業  計  消去又は全社 連結  

 (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高 10,356,506 928,226 731,022 12,015,755     - 12,015,755 
(2）セグメント間の内部売上高
又は振替高

    - 630     - 630 (630)     - 

計 10,356,506 928,856 731,022 12,016,385 (630) 12,015,755 

営業利益 414,061 192,405 62,545 669,013 (304,641) 364,371 

             

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日）

 
会員制スポー
ツクラブ経営
事業

 物販事業  その他事業  計  消去又は全社 連結  

 (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高 30,976,434 2,759,221 2,013,563 35,749,219     - 35,749,219 
(2）セグメント間の内部売上高
又は振替高

    - 3,778     - 3,778 (3,778)     - 

計 30,976,434 2,763,000 2,013,563 35,752,998 (3,778) 35,749,219 

営業利益 1,139,566 619,533 162,533 1,921,632 (914,133) 1,007,498 

             

　（注）事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称

１．事業区分の方法………製品の種類別区分によっております。

２．各区分に属する主要な製品の名称

①会員制スポーツクラブ経営事業………スポーツクラブ経営・指導、企業フィットネス事業等

②物販事業………フィットネス用品・機器の販売、卸売り等

③その他事業………旅行事業、施設管理事業、不動産賃貸事業等

 

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。
 
【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,132.88円 １株当たり純資産額 1,128.62円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 41.36円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
41.27円

１株当たり四半期純利益金額 13.92円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 472,288 159,617

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 472,288 159,617

期中平均株式数（株） 11,416,275 11,466,177

         

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益調整額（千円）     －     －

（うち支払利息（税額相当額控除後）） （－）  （－）

（うち事務手数料（税額相当額控除後）） （－）  （－）

普通株式増加数（株） 26,702     －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

　－ 　－

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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（リース取引関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っており、リース取引

残高が前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められます。

（借主側）

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、減損損失累計額相当額及び残高相当額

 
取得価額相当額
(千円)

減価償却累計額相当額
(千円)

減損損失累計額相当額
(千円)

残高相当額
(千円)

建物及び構築物 1,813,887 62,882 － 1,751,004
工具、器具及び備品　 2,095,695 1,031,241 37,6821,026,772
その他（有形固定資産）　 199,902 102,674 22,12475,103
無形固定資産　 224,837 112,633 － 112,204

合計 4,334,323 1,309,431 59,8062,965,085

（注）　取得価額相当額は、従来、支払利子込み法により表示しておりましたが、重要性が増したため第２四半期連結会計

期間から利息法による表示に変更しております。

　なお、支払利子込み法により算定した金額は次のとおりであります。

 
取得価額相当額
(千円)

減価償却累計額相当額
(千円)

減損損失累計額相当額
(千円)

残高相当額
(千円)

建物及び構築物 4,226,358 111,318 － 4,115,040
工具、器具及び備品　 2,240,431 1,087,261 39,2501,113,918
その他（有形固定資産）　 210,436 108,343 22,97979,113
無形固定資産　 236,887 117,867 － 119,019

合計 6,914,112 1,424,790 62,2295,427,092
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当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

２．未経過リース料残高相当額等

未経過リース料残高相当額

１年内 586,550千円

１年超 2,462,054千円　　

合計 3,048,605千円　　

（注）　未経過リース料期末残高相当額は、従来、支払利子込み法により表示しておりましたが、重要性が増したため第２

四半期連結会計期間から利息法による表示に変更しております。

　なお、支払利子込み法により算出した金額は次のとおりであります。

１年内　 786,804千円　

１年超　 4,674,234千円　　

合計　 5,461,038千円　　

リース資産減損勘定の残高 33,946千円　　

３．四半期連結会計期間及び四半期連結累計期間に係る支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償却費相当

額、支払利息相当額及び減損損失

 会計期間　

（千円）

累計期間

（千円）　

支払リース料　 213,966543,266

リース資産減損勘定の取崩額 3,73814,019

減価償却費相当額 175,201473,666

支払利息相当額 53,54192,412

減損損失 － 11,955

４．減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

５．利息相当額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差額を利息相当額とし、各期への配分方法については、利息法に

よっております。
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２【その他】

平成20年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額……………………143,327千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………12円50銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成20年12月10日

（注）　平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行っておりま

す。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月13日

セントラルスポーツ株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小倉　邦路　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 百井　俊次　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセントラルスポーツ

株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日か

ら平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セントラルスポーツ株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の

財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結

累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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